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Abstract
我々は細胞内Ca2+の濃度変化を指標として、脳の情報処理を担う神経回路の活動をはじめ、生体のさまざまな機能発現に関わる細胞活動を可視化したいと考えています。殊に神経回路活動時に個々の神経細胞の細胞体やシナプスで見られるような微弱なCa2+活動を生体レベルで可視化したいと考えています。そのためには微弱なCa2+活動を検出可能な性能を有するCa2+センサーの開発が必要となります。我々は緑色蛍光Ca2+センサータンパク質G-CaMPを開発し、またその後の改良を通じて、さまざまな細胞の生体レベルでのCa2+活動の検出を可能にしてきました。しかし未解明の現代生理学の重要課題に挑戦していくためには、従来のセンサーでは検出できない微弱なCa2+活動を検出可能にする、より高性能（高感度、高シグナル、高輝度、高速応答性、タンパク質安定性、低副作用）なセンサーの開発が不可欠と考え、我々は日々開発に取り組んでいます。本セミナーでは、G-CaMPから最新の赤色センサーR-CaMPに至る蛍光Ca2+センサーの開発と、センサーの生体モデル動物への応用により明らかになった現象を紹介させて頂きます。
